東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成31年1月29日(火)　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：坂澤　花恋 
	西村
	上野
	内城
	松村
	澁谷
	織田
	下野
	成田
	松舘
	加藤
	西山

	〇
	準
	〇
	休
	〇
	深
	欠
	準
	休
	〇
	深

	畑中
	坂澤
	沼舘
	野村
	土橋
	工藤
	小沼
	田端
	荒木田
	吉田
	佐々木

	休
	〇
	〇
	　休
	年
	〇
	　〇
	休
	準
	深
	〇

	大久保
	三浦
	鶴飼
	
	
	
	
	
	
	
	

	〇
	〇
	欠
	
	
	
	　
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・中居　松男様～28～2/1までの点滴処方。食事は主食パン、昼・夕エプリッチに変更。内服はVDSのオランザピン(15)→(10)へ変更。皮膚科処置2日分あり。
・袴田　将志様～本日より開放観察午前・午後2時間ずつに変更となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。本日より開放時間が午前・午後2時間となる。臥床傾向で妄想発言や過度な飲水要求は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。スタッフに対する妄想発言や声高さ、指示的口調聞かれている。不穏さや粗暴行為、拒薬はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放前のドア蹴り見られている。開放中スタッフに付きまとう行為見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。9時詰所内に入り突然スタッフに掴みかかっている。スタッフ2名で対応し隔離としている。時間経過にて落ち着く事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・板橋　愼悦様～体幹のみ身体拘束中。日中は傾眠傾向で経過。声掛けには開眼し頷きにて反応見られている。対応穏やかでケアにも抵抗はみられない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～四肢のみ身体拘束中。「取って」と訴えるが必要性説明にて拒否無し。ライントラブルや拘束部の循環障害、皮膚トラブルなく経過する。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。ベッド上で足の上げ下げ等することあるが危険行動なく経過。妄想発言聞かれているが不穏さは無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・中居　松男様～点滴キープ中。2/1まで継続となる。朝食は1/3のみ、昼食よりパン、エプリッチに変更となり摂取出来ている。朝は臥床傾向だが、昼よりホールで過ごしている。
・山本　真智子様～入浴後、廊下歩行中いきなり倒れ込み泣き出す様子あり。「生理中に風呂に入るなと言われた」と訴える。時間経過にて落ち着く事出来ており、棟内歩行している。ニヤツキもあり気分変動見られている。
・飯田　修子様～話し掛けの多さや気分高揚見られているが妄想発言や易怒的となる事はない。1/30の診察後まで煙草禁止としているが訴えは無い。
・見付　幸一様～易怒性・興奮あり、拒食・拒薬している。血糖値は問題なく経過。
・矢崎　清三様～体温37.4～37.1℃で経過。クーリング対応中。自覚症状や感冒症状はみられない。オムツ弄り、弄便行為は無い。
・嶋守　直人様～対面時穏やかだが時々悲観的・貧困妄想的発言聞かれている。行動化は無い。
・夏坂　浩美様～体温38℃台～37℃台で経過している。クーリングするも外してしまう事あり都度介入している。不調の訴えは無く食思良好。
＜馬渡Dr患者様診察情報＞

・伊藤　和子様～1/30臨時薬～シクレスト10㎎→20㎎、オランザピン中止となり、その他同内容にて継続処方あり。
・熊谷　樹里様～春に向け、他院調整を進めていく。
・見付　幸一様～拒食、拒薬続き、本日のみ点滴ソリタ500ml指示あり。本日、マーゲンチューブ挿入の指示あり。本日は100ml白湯のみの指示。1/30～CZ－Hi（1－1－1）、白湯（100－100－100）
興奮強く安静保てず、16：19体幹、上肢拘束指示あり。
・小笠原　聖八様～1/30臨時薬～クエチアピン50㎎→150㎎へ変更、その他同内容にて継続処方あり。
・名久井　光雄様～退院調整を進めていく。
・泉山　紀子様～Bユニット移室許可あり。体重測定継続し、水分管理をしっかり行うように話しあり。
・寺井　恵利子様～1/29〜メイラックス中止、1/30臨時薬よりバルプロ酸200㎎開始となる。母との心理的距離を取り、休養していくよう話しあり。
・高橋　長一様～1/30臨時薬よりアリセプト→メマリーへ変更となり、持参薬が当院薬に切り替えとなり処方あり。
・矢崎　清三様～1/30臨時薬より就寝前薬クエチアピン25㎎→50㎎へ変更となり、その他同内容にて継続処方あり。
・上平　實様～1/30臨時薬よりジアゼパム中止となる。作業療法・SST開始指示あり。
＜新入院患者様情報＞
氏　　名：松田　善治様

　生年月日：大正15年2月21日　　92歳

　病　　名：高度アルツハイマー型認知症

　性　　別：男性

　主治　医：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

　(経過）

　12月28日当院外来受診しており、その日は薬物調整だけの外来治療

で終了している。現在もサービス付き高齢者施設で入所生活は行われ

ているが、認知症の症状により徘徊や他人の冷蔵庫を開けて食べ物を

食しているなどから生活環境としては難しい状況になっていた。

現在施設入所中だが、徘徊、夜間不眠、私物収集等の心理行動症状の

ため入院加療の必要性があると判断。本人に入院治療の必要性を説明

するも病識はなく、また理解力や判断力も低下しており適切な理解や

同意は得られなかった。そのため長男に電話で連絡し入院の同意を得

て平成31年1月29日（火）10：27東Aユニットへ医療保護入院となる。

氏　　名：久喜　つき様

生年月日：大正9年12月25日　　98歳

病　　名：レビ-小体型認知症

性　　別：女性

主治　医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Cユニット未定

(経過）

南山苑SWからの情報提供。

　他の施設のショートステイを利用しているが、スタッフをひっかい

　たり、1週間利用できるショートステイも1日のみの施設利用

　となっている。自宅でリモコンを食べようとしたり、菓子を袋ごと

  食べようとしたり、目が離せない。

11月27日外来受診している。

　依然として生活リズムは不規則、夜間の睡眠も浅く落ち着かない。

  失禁の頻度も高まっている。

施設入所に向けての薬物調整を目的とする。

　家族は1月後半を希望して入り、1月29日東病棟入院予定となっている。
LT　Bプラン、オムツ①、インフルエンザワクチン接種済み

